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ける諸言説をまたぐ競いあい contestation across discourses を民主主義の
重要な構成要素として力説する」（Dryzek 2000：vi）としているので、フ
ーコーのように、言説が人々を「監獄」に押し込めるものだとは見ていな
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することにある。後は、この姿勢がどのようにして発揮されるかのメカニ

























































































































































recognition における傾聴 listening である。ここが必要条件となり、その






























































































Neill 2001 : 194）。
この二つのエージェント概念を受けて、ドライゼクは、「民主的に擁護
可能な制度は必ずしも正義の要求に一致するわけではない。より多くの民
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判の文脈のなかで、「討議的デザイン discursive design」や「討議の理想 discur-
sive ideals」などが熟議民主主義の説明として使われている（Dryzek/Dunleavy
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りローカルからグローバルまで、主権政治からインフォーマルなネットワークま
で、にも応用可能である」（Dryzek/ Stevenson 2011：1866）、と。
24）なお、小規模な市民フォーラムにおいてではあるが、ドライゼクは言説間をまた
ぐ架橋的レトリックの効果的事例を自ら報告している。それによれば、2010年に
オーストラリアで行われた気候変動の緩和策をめぐる24人の市民フォーラムには、
人の気候変動否定論者（オーストラリアは米国と並んで「否定論」が強い国と
して知られている）が入っていた。しかし、そこで他の参加者が提起した「（問
題の類推とフレーム化の転換による）架橋的レトリック」のおかげで、否定論の
認識自体は変えないにも関わらず、政府が進める緩和策には否定論者人も同意
したのである。「シンプルな認識上のレベルでは異論が残っていながらも、政策
についての認識では進展が可能である。どれほど一見したところ非論理的ではあ
っても、論理はそうでなくても、レトリックは人々を動かす。これこそ、われわ
れの本報告での主要なメッセージである」（Dryzek/ Lo 2015：3）。
25）ドライゼクの考えでは、システムレベルでも、知識の源、公共的言説の構成、制
度的アーキテクチュア、制度的ダイナミズム、の点にわたってまず「反省性
reflexivity」が追求され、それを「熟議 deliberation」が解決することで環境ガ
バナンスは変化するとしている（Dryzek/ Pickering 2017：354）。
26）ただし、R.エッカースレイが「エコロジー的民主主義」の第一バージョン（ここ
にドライゼクは入る）に対して、第二バージョンが誕生してきていることを認め
ているように（Eckersley 2019）、現在、新たな理論傾向が生まれ出してきてい
ることもまた事実である。
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